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残暑お見舞い申し上げます。
　さがらサンビーチ、静波海水浴場で料金徴収が始まりました。

コロナ禍以前のにぎわいにはまだまだ及ばないかもしれませんが、

いつもの夏の風景が戻ってきたことが実感できるとうれしいものですね。

暑い日が続きますが、健康に気を付けて、夏を乗り切っていきましょう。



− 2 −

第
43
回
定
時
総
会
報
告理

事
長

本
杉
　
佳
弘

　

第
43
回
定
時
総
会
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
、
４
年
ぶ
り
に
多
く
の
会
員
の
皆
様
方

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
総
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

を
と
も
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
も
大
き
な
影
響
を
受

け
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
、
就
業
依
頼

の
落
ち
込
み
や
会
員
の
減
少
等
、
事
業
運
営
に
支

障
を
き
た
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
令
和
４
年
度
は
契
約
金
額
が

３
億
３
，
１
３
６
万
３
，
０
０
０
円
と
前
年
度
比

１
０
３
．
４
％
と
な
り
、
会
員
の
皆
様
方
や
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
が
、
こ
の

よ
う
な
業
績
増
に
つ
な
が
り
ま
し
た
こ
と
に
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
、
会
員
数
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
厳

し
く
、
令
和
5
年
３
月
31
日
現
在
の
会
員
数
は

表 彰 式

会場の様子

５
３
５
人
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
る
前
の
頃
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
、
労
働
人

口
の
減
少
が
進
み
、
様
々
な
分
野
で
人
手
不
足
と

い
わ
れ
る
昨
今
、
高
齢
者
の
労
働
力
と
し
て
の
役

割
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
会
員

の
皆
様
方
の
生
き
が
い
の
充
実
、
健
康
の
増
進
、

医
療
費
・
介
護
費
用
の
削
減
や
地
域
社
会
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、

新
し
い
就
業
先
の
開
拓
、
会
員
拡
大
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

理事長挨拶



− 3 −

安
全
就
業
に
つ
い
て

　

セ
ン
タ
ー
役
員
を
三
期
以
上
勤
め
ら
れ
、

か
つ
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
で

す
。

　

会
員
に
な
っ
て
五
年
、
年
齢
が
七
十

歳
に
到
達
し
、
前
年
度
就
業
日
数
が

六
十
日
を
超
え
た
セ
ン
タ
ー
事
業
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
で
す
。

役
　
員
　
表
　
彰

会
　
員
　
表
　
彰

　

益
冨　

數
義 
（
静
波
）

　

内
藤　

静
夫 

（
静
波
）

　

永
田　

政
子 

（
仁
田
）

　

山
田　

景
子 

（
勝
俣
）

　

大
石　

龍
雄 

（
細
江
）

　

増
田　

み
ど
り 

（
須
々
木
）

　

増
田　

和
道 

（
須
々
木
）

　

西
谷　

秀
夫 

（
女
神
）

　

諌
山　

和
枝 

（
細
江
）

　

村
松　

寿
嘉 

（
切
山
）

　

森
田　

芳
夫 

（
女
神
）

　

浅
野　

桂
子 

（
中
）

　

鈴
木　

孝
枝 

（
新
庄
）

　

増
田　

峰
雄 

（
鬼
女
新
田
）

　

曽
根　

文
江 

（
布
引
原
）

　

深
津　

定
央 

（
布
引
原
）

　

大
石　

町
子 

（
静
波
）

　

栗
田　

雅
昭 

（
東
萩
間
）

　

竹
内　

正
枝 

（
勝
田
）

　

金
原　

民
雄 

（
静
波
）

　

原
口　

政
幸 

（
新
庄
）

　

宮
川　

幸
雄 

（
地
頭
方
）

　

小
池　

静
子 

（
勝
俣
）

　

板
倉　

静
男 

（
細
江
）

　

名
波　

忠
明 

（
男
神
）

　

大
窪　

公
昭 

（
新
庄
）

　

逸
見　

哲
也 

（
菅
ケ
谷
）

　

小
栗　

八
千
代 

（
新
庄
）

　

八
木　

治
次 
（
大
江
）

　

根
上　

茂
治 
（
布
引
原
）

　

増
田　

美
智
子 

（
布
引
原
）

　

丸
山　

亜
理
子 

（
布
引
原
）

　

西
川　

知
子 

（
道
場
）

　

鈴
木　

重
男 

（
新
庄
）

順
不
同
・
敬
称
略

　

当
セ
ン
タ
ー
の
安
全
就
業
基
準
が
令

和
４
年
度
に
改
正
さ
れ
て
、
約
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
同
年
度
内
に
２
度
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
未
着
用
を
注
意
さ
れ
て

３
か
月
の
就
業
停
止
に
な
っ
た
会
員
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
着
用
し
て
い
な

い
会
員
が
見
受
け
ら
れ
る
の
が
現
状
で

す
。
安
全
に
就
業
で
き
る
よ
う
に
、
事

故
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
は
、
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

安
全
就
業
基
準
を
遵
守
し
事
故
や
ケ
ガ

の
な
い
就
業
を
心
掛
け
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

仕
事
中
は
も
と
よ
り
就
業
先
へ
の
往

復
時
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

　

仕
事
中
や
就
業
先
へ
の
往
復
時
の
事

故
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、
自
己
判
断
せ

ず
必
ず
事
務
局
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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　5月 19 日、安全委員会が行われ、参加者は９名でした。矢部委員長から「事故やケガのない安
全な就業を心がけましょう」とのあいさつの後、令和４年度の事故報告や活動報告などが行われま
した。今年度も就業先の巡回を行い、日ごろの安全就業に対する取組状況を確認していきます。
　17 日に行われた草刈班会合の報告があり、飛び石
事故防止についての意見が紹介されました。
　その他、自転車利用時のヘルメット着用の努力義務、
安全標語募集や高齢者の免許更新などが話し合われ、
集めた意見や情報などを会員の皆様方に周知するため
の広報活動を行うことが決まりました。

　今回公表した事故は、ほとんどが転倒や転落によるものです。主な原因は、加齢による身体機能と認知機
能の低下、病気や薬の影響、運動不足による身体機能の低下などです。就業中はもとより、就業先への往復
時や家庭内でも、身の回りをチェックして転倒予防に努めましょう。	

安全委 員 会 報 告

〇作　品：安全就業に関する自作・未発表のもの	 〇審査結果：会報　第57号にて発表予定
〇　賞　：最優秀賞・優秀賞・入選	 〇締め切り：令和５年８月末日
〇応募先 ： シルバー人材センター事務局	 〇表　　彰：令和６年６月の定時総会

令和４年度　最優秀賞	
　☆慣れた仕事に事故多し		初心にかえり安全作業			(横田		春雄)
入賞者には賞品を用意しております。たくさんのご応募をお待ちしております。

安全委員会だより安全委員会だより

令和４年12月から令和５年５月までの期間に以下のような事故が発生しました。

就業中の 事 故 発 生 状 況

発生日 年齢 仕事内容 事故の発生状況

１ 12月 70代 剪定 足を踏み外し側溝に転落、折れた肋骨が肺を傷つけた

２ 12月 80代 営繕 就業先で転倒、顔面から肩にかけて強打

３ 3月 60代 荷下ろし 荷下ろしの際、来場者の車にキズをつけた

４ 4月 70代 草刈り 飛び石による車両のガラス破損

５ 5月 70代 荷下ろし 荷下ろしの際、足の上に部品を落とした

６ 5月 60代 管理業務 館内見回り中に階段途中で転倒、転落

安全意識の高揚を願って標語の募集をします
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保健

セン
ター

相良
史料
館ホ
ール

相良
史料
館

１階右側奥に
お進みください。

牧之
原市
役所

相良
庁舎

駐車
場

草
刈
り
班
会
合
報
告

ス
マ
ホ
講
習
会

　

５
月
17
日
に
草
刈
り
班
会
合
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
23
名
で
し
た
。
令
和
４

年
度
の
事
故
件
数
の
報
告
、「
安
全
な
草

刈
り
作
業
の
た
め
に
」
の
動
画
視
聴
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
飛
び
石
事
故
防
止
に
は
軽

ト
ラ
ッ
ク
の
柵
に
毛
布
や
ネ
ッ
ト
を
組

み
合
わ
せ
て
使
う
こ
と
が
有
効
な
こ
と
、

見
積
り
や
職
員
の
下
見
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

作
業
中
、
機
械
の

音
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら

い
と
の
意
見
を
受
け
、

事
務
局
か
ら
ホ
イ
ッ

ス
ル
を
配
布
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、

集
め
た
情
報
を
班
内

で
共
有
す
る
こ
と
で

安
全
就
業
を
心
掛
け
、

事
故
や
ケ
ガ
を
減
ら

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

７
月
12
日
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
12

名
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
会
員
の

皆
様
方
に
お
知
ら
せ
の
メ
ー
ル
を
何
回

か
送
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
講
習
会

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
セ

ン
タ
ー
と
簡
単
に
つ
な
が
る
こ
と
の
で

き
る
サ
ー
ビ
スS

m
ile to S

m
ile

（
ス

マ
イ
ル　

ト
ゥ　

ス
マ
イ
ル
）
の
紹
介

と
初
期
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
会
員
の
皆
様
方
に
便
利
な

機
能
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
講
習

会
等
を
開

催
す
る
予

定
で
す
の

で
、
ご
参

加
く
だ
さ

い
ま
す
よ

う
お
願
い

い
た
し
ま

す
。

出 張 事 務 所   日 程 の お 知 ら せ

◦開設時間　午前９時～午後３時
◦実施内容　就業報告書や配分金明細書の受け渡し、

入会説明会、お悩み相談など
※会場使用許可状況に
より変更有り

令和５年  9 月 19 日㈫
 10 月 23 日㈪
 11 月 14 日㈫
 12 月 18 日㈪
令和６年  1 月 16 日㈫
  2 月 27 日㈫
  3 月 19 日㈫

相良（相良保健センター内）
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い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
あ
た
た
か
い
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
令
和
５
年
６
月
24
日
現
在
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
暑
い
日
が
続
く
と
食
欲
が
落
ち
て
食
が
細

く
な
っ
た
り
、
冷
た
く
て
さ
っ
ぱ
り
し
た
も

の
を
献
立
に
選
ん
だ
り
し
が
ち
で
す
。
低
栄

養
の
状
態
に
な
る
と
、
免
疫
力
や
抵
抗
力
が

落
ち
、
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
な
る
、
こ
じ
ら

せ
て
肺
炎
に
な
る
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

り
ま
す
。

　
丼
物
や
具
だ
く
さ
ん
の
麺
類
は
主
食
と
お

か
ず
を
一
緒
に
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
野

菜
は
火
を
通
す
こ
と
で
カ
サ
を
減
ら
せ
る
の

で
、
汁
物
や
煮
物
に
す
る
と
同
量
の
生
野
菜

よ
り
も
一
度
に
た
く
さ
ん
野
菜
を
摂
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
栄
養
状
態
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
健
康
な

状
態
が
保
て
ま
す
。
食
欲
が
な
い
と
き
は
、

好
き
な
も
の
を
食
べ
る
、
少
し
ず
つ
た
く
さ

ん
の
種
類
を
摂
れ
る
献
立
に
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

　

健
康
管
理
は
安
全
就
業
に
直
結
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
、
一
年
に
一
度
健
康
診
断
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

　
74
歳
以
下
の
被
扶
養
者
の
方
は
、
ご
家
族

が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
行
う
健

診
・
保
健
指
導
な
ど
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
牧
之
原
市
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
に
は
、
特
定

健
康
診
査
（
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
）
の
ご

案
内
が
、
榛
原
医
師
会
か
ら
黄
色
い
封
筒
で

届
き
ま
す
。
受
診
方
法
等
を
ご
確
認
の
上
、

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
健
診
を
受
け
て
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早

期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
受
診
し
た
こ
と
の
な
い
方
、

受
診
券
が
届
か
な
か
っ
た
方
な
ど
、
特
定

健
診
・
長
寿
健
診
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
先

国
保
年
金
課　

０
５
４
８
︱

２
３
︱

０
０
２
３

◦
ミ
ク
ニ
パ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社

◦
三
和
シ
ャ
ッ
タ
ー
工
業
株
式
会
社
　

◦
株
式
会
社
伊
東
フ
ー
ヅ

◦
島
田
掛
川
信
用
金
庫
　
相
良
支
店

◦
株
式
会
社
う
お
と
も

◦
株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ
ク
本
部

◦
相
良
物
産
株
式
会
社

◦
東
洋
製
罐
株
式
会
社

◦
株
式
会
社
小
栗
農
園

◦
医
療
法
人
社
団
あ
け
ぼ
の
　
広
瀬
医
院

◦
株
式
会
社
丸
紅

◦
ペ
ン
シ
ョ
ン
む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し

◦
株
式
会
社
喜
作
園
　
グ
リ
ン
ピ
ア
牧
之
原

◦
マ
ル
サ
ダ
製
茶
株
式
会
社

◦
株
式
会
社
本
杉
製
作
所

◦
株
式
会
社
ブ
ン
テ
ン

◦
ハ
イ
ナ
ン
農
業
協
同
組
合
本
店

◦
静
和
事
務
機
株
式
会
社

賛
助
会
員
の
皆
様

夏
の
食
生
活
に
つ
い
て

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
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互助会だより

クラブ活動

グラウンドゴルフ

ウォーキングクラブ

カラオケ愛好会

手芸クラブ

毎月第１日曜日　13：00から
吉田町住吉の『つみ木』

福祉施設などへの
慰問活動を計画中です

見学希望の方大歓迎です！！奇数月第２土曜日開催
８時集合　8：30 開始

☆ぜひ見学にお越しください

◎活動内容
　・クラフトテープのリース
　・クラフトテープの小物入れ
　・しおり作り
　・クリスマスの飾り
　・干支飾り

９月９日 細江多目的公園

11月11日 細江多目的公園

１月13日 白 井 公 園

３月９日 相良港グラウンド

４月19日 蓮 華 寺 池 公 園

５月30日 宇津ノ谷峠（雨天中止）

６月26日 掛川城と逆川のユ リ

11月予定 行 き 先 未 定

３月予定 行 き 先 未 定

　

５
月
12
日
に
役
員
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
日
帰
り

旅
行
・
新
年
会
・
１
泊
旅
行
に
つ

き
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
第
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
に
伴
い
、
感
染
拡
大
防
止
に

努
め
な
が
ら
、
開
催
の
方
向
で
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
帰
り
旅

行
は
、９
月
22
日
（
山
梨
県
・
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
狩
り
）
に
決
ま

り
ま
し
た
。
新
年
会
は
１
月
21
日
、

１
泊
旅
行
は
３
月
ご
ろ
に
そ
れ
ぞ

れ
計
画
中
で
す
。
具
体
的
な
内
容

等
は
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
賀
は
が
き
に
よ
る
お
楽
し
み

抽
選
会
は
、
引
き
続
き
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
は
、
随
時

募
集
中
で
す
。
参
加
ま
た
は
見
学

を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毎月第一木曜日　9：30～　カタショー会議室
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
お
年
玉
付
年

賀
は
が
き
を
使
っ
た
お
楽
し
み
抽
選
会

を
行
い
ま
し
た
。

１
等
賞
品
：
32
型
ス
マ
ー
ト
テ
レ
ビ

２
等
賞
品
：
ハ
ン
デ
ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

３
等
賞
品
：
う
な
ぎ
の
か
ば
焼
き

４
等
賞
品
：
お
菓
子
詰
合
せ　

５
等
賞
品
：
お
菓
子
詰
合
せ

　
　
　
　
　

カ
ッ
プ
麺
詰
合
せ

　
　
　
　
　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

　
　
　
　
　

入
浴
剤

　

当
選
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、
掛
川
城
近
く
の
逆

川
（
さ
か
が
わ
）
堤
防
に
出
か
け
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
、
11
名
で
し
た
。

瓦
橋
（
か
わ
ら
ば
し
）
か
ら
奥
姫
橋

（
お
く
ひ
め
ば
し
）
ま
で
の
両
岸
約

６
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
咲
く

３
３
，
０
０
０
球
40
品
種
の
ユ
リ
が

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
見
ご
ろ
は
、

５
月
下
旬
か
ら
６
月
末
こ
ろ
ま
で
だ

そ
う
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
活
動
を
自
粛
し
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を

し
な
が
ら
月
に
一
度
の
活
動
を
再
開

し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
、
自
動
車
の
運
転
を
避
け
た

い
と
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
声
を
受
け
、

昨
年
度
か
ら
毎
月
第
1
日
曜
日
の
午

後
１
時
か
ら
に
活
動
時
間
を
変
更
し

ま
し
た
。
場
所
は
吉
田
町
の
「
つ
み

木
」
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
に
な
っ
た
こ
と
で
、
出
来
な

か
っ
た
施
設
慰
問
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
再
開
で
き
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

お楽しみ抽選会
２等

お楽しみ抽選会
１等

おめでとうございます
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会
員
会
員
のの
広
場
広
場

　

今
回
は
、
令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
5
年
4

月
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
様
方
に
、
原
稿
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

永
田
　
早
苗
（
牧
之
原
）

私
の
第
２
の
人
生
に
つ
い
て

　

定
年
後
、
一
息
つ
い
て
の
始
ま
り
！！

　

今
ま
で
正
社
員
で
働
い
て
い
た
気
持
ち
を
仕
切

り
直
し
、
シ
ル
バ
ー
と
し
て
体
力
維
持
で
き
「
笑

顔
」
と
「
笑え

声ご
え

」
で
明
る
く
作
業
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
～
失
敗
は
成
功
の
種
～　

い
ろ
ん
な
こ

河
村
　
修
治
（
須
々
木
）

た
ん
ぽ
ぽ
の
ご
と
き
第
２
の
人
生

　

踏
み
に
じ
ら
れ
て
も　

食
い
ち
ぎ
ら
れ
て
も

　

死
に
も
し
な
い　

枯
れ
も
し
な
い
そ
の
根
強
さ

　

そ
し
て
常
に
太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く

　

そ
の
明
る
さ　

私
は
そ
れ
を　

私
の
魂
と
し
、

　

第
２
の
人
生
は
、
生
涯
現
役
を
貫
く
。

鈴
木
さ
よ
子
（
坂
部
）

私
の
第
２
の
人
生
と

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
に
つ
い
て

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、
趣
味
や

好
き
な
事
を
す
る
為
の
将
来
の
老
後
の
備
え
と
な

り
ま
す
。
収
入
を
得
な
が
ら
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

柴
山
　
大
治
（
静
波
）

「
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
」

　

昨
年
11
月
に
、
知
人
か
ら
誘
わ
れ
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。草
刈
り
・

剪
定
の
仕
事
な
の
で
、
入
る
前
か
ら
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
柔
軟
体
操
な
ど
準
備
し
て
い
た
の
で
す

が
、
最
初
の
こ
ろ
は
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
今
は
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
先
輩
方
の
よ
う
に
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
が
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
達
成
感
が
う

れ
し
い
で
す
。

　

そ
れ
に
、
外
で
食
べ
る
弁
当
は
格
別
で
す
。
こ

れ
か
ら
暑
く
な
り
、
体
力
的
に
心
配
で
す
が
、
熱

中
症
に
注
意
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

匿
名
希
望
・
男
性
・
70
代

や
る
事
が
あ
る
の
は
い
い
こ
と

　

趣
味
や
友
達
と
の
交
流
、
一
人
や
家
族
と
過
ご

す
時
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
今
日
は
「
や
る

事
が
な
い
か
ら
」
と
い
う
の
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、

※
会
員
の
広
場
で
は
、
広
く
会
員
の
皆
様
方
か
ら
、

原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
内
容
形
式
は
自
由
で

す
が
、
誌
面
の
都
合
上
多
少
の
編
集
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

何
か
し
ら
や
る
事
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
、

気
持
ち
の
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
出
来
る
だ
け
つ
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
家
の
近
く
の
交
通
量
が
多
く
て
、
信
号

機
の
な
い
横
断
歩
道
を
大
勢
の
小
学
生
が
横
断
す

る
の
で
、
そ
の
見
守
り
活
動
を
登
下
校
時
に
し
て

い
ま
す
が
、
特
に
下
校
時
間
は
学
年
や
曜
日
に

よ
っ
て
違
う
の
で
予
定
を
毎
日
確
認
し
て
、
時
間

に
合
わ
せ
て
横
断
歩
道
に
立
ち
ま
す
が
、
い
い
緊

張
感
と
子
供
た
ち
と
の
挨
拶
な
ど
楽
し
い
時
間
で

す
。

と
に
挑
戦
し
、
自
分
の
人
生
を
大
切
に
生
き
た
い

で
す
。
先
輩
方
の
温
か
い
ご
指
導
に
感
謝
で
す
。
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筆
塚　

富
江 

（
細
江
）

柴
山　

大
治 

（
静
波
）

鈴
木　
　

貢 

（
西
萩
間
）

髙
塚　

行
男 

（
菅
ケ
谷
）

柴
田　

衣
鈴 

（
道
場
）

小
杉
由
美
子 

（
堀
野
新
田
）

髙
塚　

法
子 

（
細
江
）

鶴
田　

嘉
美 

（
落
居
）

永
田　

早
苗 

（
布
引
原
）

中
村　

彰
男 

（
大
江
）

鈴
木　

由
春 

（
細
江
）

畑　

由
美
子 

（
松
本
）

鈴
木
さ
よ
子 

（
坂
部
）

水
野　

幾
夫 

（
堀
野
新
田
）

藤
野　

幹
夫 

（
東
萩
間
）

牧
野　

輝
行 

（
静
波
）

令
和
5
年
４
月
現
在

森
田　
　

明 

（
大
沢
）

杉
山　
　

彰 

（
細
江
）

八
木　

敬
雄 

（
菅
ケ
谷
）

曽
根　

利
章 

（
片
浜
）

鶴
田　

剛
令 
（
落
居
）

河
原
崎
弘
美 
（
新
庄
）

樋
口　

千
代 

（
細
江
）

鈴
木　

陽
子 

（
東
萩
間
）

河
村　

修
治 

（
須
々
木
）

新
会
員
の
紹
介

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
利
用
時

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
「
努
力
義
務
化
」
さ
れ

ま
し
た
。
自
転
車
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

致
命
傷
と
な
っ
た
部
位
は
、
頭
部
が
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
転
倒
し
た
場

合
な
ど
に
頭
部
へ
の
衝
撃
を
軽
減
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

（
静
岡
県　

く
ら
し
交
通
安
全
課
よ
り
）       

　

ち
な
み
に
、
一
度
で
も
強
い
衝
撃
を
受
け
た

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
安
全
性
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

た
と
え
、
衝
撃
を
受
け
ず
に
使
用
を
続
け
た
と

し
て
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
使
用
期
限
は
３
年
間
だ

そ
う
で
す
。
一
般
社
団
法
人
日
本
ヘ
ル
メ
ッ
ト

工
業
会
に
よ
り
ま
す
と
、
衝
撃
を
吸
収
す
る
内

部
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
寿
命
が
経
年
劣
化
や

汗
、
皮
脂
な
ど
の
影
響
で
約
３
年
間
と
言
わ
れ

て
い
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
！！！

　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
セ

ン
タ
ー
の
趣
旨
（
健
康
で
働
く
意
志
の
あ
る

方
、
な
ど
）
に
賛
同
す
る
方
。

　

会
員
の
皆
様
方
の
、
お
近
く
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

会
員
募
集
中

編
集
委
員

委
員
長 

鈴
木　

干
城
（
大
寄
）

　
　
　

 

益
冨　

數
義
（
静
波
）

　
　
　

 

大
澤　

聖
典
（
細
江
）

　
　
　

 

堀　

八
重
子
（
相
良
）

　
　
　

 

仲
間
公
美
子
（
事
務
局
）

編
集
後
記

　

6
月
24
日
、
３
年
ぶ
り
に
従
来
の
形
式

で
の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
区
会
や

イ
ベ
ン
ト
活
動
等
が
制
限
さ
れ
て
い
た
た

め
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
方
々
も
い

ら
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

  

互
助
会
の
行
事
も
こ
れ
ま
で
通
り
の
開

催
と
な
る
予
定
で
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ

き
ま
し
て
も
、
大
勢
の
会
員
の
皆
様
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

安
心
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
国
を
は
じ
め
行
政
機
関
か
ら
の
指
導

に
基
づ
い
た
感
染
症
対
策
を
行
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
活
発
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
よ
り


